―“未知の領域”に入った地震・津波！―
女川原発再稼動前に、根本的な想定見直しを！
2012.4.22
関西電力・大飯原発３・４号機の再稼動問題が重大な局面を迎えています。政府の迷走・無定見さと橋下・大阪市長の発言が注目を集めていますが、山田・京都府知事や嘉田・滋賀県知事を始めとする周辺自治体の慎重な意見・対応は、これから再稼動問題が顕在化してくる女川原発周辺自治体にとっても、大きな参考となるものと思われます＜本稿では言及しませんが＞。
さて、本稿では、今後の女川原発再稼動に対して、改めて地震・津波面からの問題提起をしたいと思います。

【想定外の地盤沈下】

地震の規模Ｍ（マグニチュード）は「震源断層面」の大きさ（長さと幅）とズレの量に比例し、2011.3.11「東北地方太平洋沖地震」（プレート間地震M9.0）で動いた震源断層は、岩手県沖から茨城県沖までの長さ400km以上、幅200km以上、ズレ20m以上に及ぶものだったとされています。そして、これまでの耐震評価では考慮されてきませんでしたが、女川原発のある牡鹿半島が5.3m程東南東に移動し、1.2m沈下し、女川原発敷地も1m程度沈下しました。しかし、幸い？地盤の変動は上下・水平方向に一様で、傾斜は生じなかった、とされています[H24.2.16保安院「地震・津波の評価」中間取りまとめ]。仮にそれが本当だとしても、今後も余震等で不等沈下は生じないと断言できる根拠はあるのでしょうか。
【二度にわたり基準地震動Ssを超えた揺れ】

また、今回の地震は、M8クラスの地震が連続発生（最初はM8.4、50秒後にM8.8、さらに50秒後にもM8.8）したようなものだったため、揺れはM9.0相応の強さではなかったようですが[2011.7.22日本災害情報学会第13回災害情報勉強会（詳録）：東大地震研・古村孝志教授]、にもかかわらず、女川原発では耐震安全性評価で策定した新たな基準地震動Ssに対する基礎盤上での最大応答加速度を超える加速度が観測され（1号機:Ss532⇔587ｶﾞﾙ、2号機:Ss594⇔607ｶﾞﾙ、3号機:Ss512⇔573ｶﾞﾙ）、敷地のはぎ取り解析でもSsの想定値580ｶﾞﾙを超える636ｶﾞﾙが観測されています[中間取りまとめ]。さらに、宮城県内で強い揺れが観測された4.7余震（正断層型・プレート内地震Mj7.2）は、断層長さ50km・幅35kmで、従前の文部科学省・地震調査研究推進本部（推本）が宮城県沖近海の「震源断層を特定できない地震」の“最大”と想定していたM7.2で、それがいとも簡単に出現しただけでなく、揺れも２・３号機上下方向でSsに対する最大応答加速度を上回りました（2号機:Ss1091⇔1386ｶﾞﾙ、3号機:Ss938⇔1333ｶﾞﾙ）[中間取りまとめ]。

【地殻の応力状態の変化】

今回の地震に伴い、東日本で従前多かった圧縮応力による逆断層型地震が減少し、引張応力による正断層型地震が多発したり、従来は地震活動が観測されていなかった福島原発近傍で「湯ノ岳断層」が出現するなど、東日本のみならず、日本列島の広範囲で地殻の応力状態（力のバランス）が大きく変化していることが知られています[3.11朝日、中間取りまとめ]。また、国も、今回の地震・津波を教訓に、古文書や津波堆積物・海岸地形などの多方面の調査から過去の巨大地震・巨大津波の痕跡を探し、想定に活用し始めており[中間取りまとめ]、3.31には「南海トラフ巨大地震」による津波想定の見直し（中電浜岡原発付近は7.1mから21mへ）がなされたり[4.1朝日]、4.20には北海道太平洋沿岸で最大30m級の津波想定が明らかにされました[4.21朝日]。
『鳴り砂216』で筆者は、「三陸沖のプレート内地震は、沈み込むプレート（スラブ）の上下両面（二重地震面）で発生し、上面の地震は…沈み込み方向に圧縮軸を持つＤＤＣ型が主で、下面の地震は…沈み込み方向に張力軸を持つＤＤＴ型が主」で、「地震二重面の上下間は50～60km程度で、上面圧縮・下面伸張で中間部は応力ゼロのため、（女川原発敷地近傍で生じる可能性のある）ＤＤＣ型地震の震源断層が生じるのは上面から20km程度に限られ」ることから、「Ｍ８クラスは生じないとしても…Ｍ７．５程度の地震は十分に起こり得る」と、東北電力の想定の甘さを批判しました。ところが、3.11後の応力状態の変化（圧縮から引張へ）で、ＤＤＴ型の震源断層がプレート厚50～60km（斜めにずれれば100km以上）にわたって生じることも考えられることから、4.7余震以上のプレート内地震を現実的に想定する必要があると思われます。さらに、日本海溝付近で発生する「アウターライズ地震」（1933昭和三陸津波のように揺れは小さい）による巨大津波にも警戒する必要があります。
【“未知の領域”の地震・津波想定が再稼動の前提！】

このように、2011.3.11以降は、これまでの地震・津波の常識が通用しない“未知の領域”に入ったことは明らかです。『安全神話』に基づくこの間の“手抜き”を解消するだけの、防波堤かさ上げや電源・水源対策などの「福島原発事故の“一部”教訓」（その効果を確認するだけの「ストレステスト」）の実施では、真の安全性確保はできません。国の耐震指針見直しだけでなく、“未知の領域”に対応した地震・津波想定の根本的見直しがなされない限り、女川原発の再稼動など“時期尚早”です。

